
ガラス腐食の化学的メカニズムと再生研磨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築用ガラスに発生する「腐食」は、単なる水垢や表面汚れとは異なり、ガラス表面そのものが化学

反応によって変質・侵食される現象である。一般的なフロートガラスは主に二酸化ケイ素（SiO₂）を

主成分とし、そこへNa₂O（酸化ナトリウム）や CaO（酸化カルシウム）などを添加して形成されて

いる。ガラスは非常に安定した材料と思われがちだが、実際には水分・酸・アルカリ・ミネラル成分

と長期間接触することで、表層部に化学的変化が発生する。特に湿度が高く、水分が残留しやすい環

境では、ガラス表面でイオン交換反応が継続的に進行する。この反応では、水分中のH⁺（水素イオ

ン）と、ガラス内部に含まれるNa⁺（ナトリウムイオン）が交換され、徐々にガラス構造の化学バラ

ンスが変化していく。さらに進行すると、Si-O-Si 結合そのものが加水分解を受け、ガラス表層のシリ



カネットワークが部分的に崩壊する。これによって肉眼では見えないレベルの微細な凹凸が形成さ

れ、光が乱反射することで白濁・モヤ・透明感低下として視認されるようになる。 

実務上では、浴室・温泉施設・沿岸部・工場周辺などで腐食が進行しているケースが多く見られる。

浴室では石鹸カスやミネラル成分によるアルカリ性環境が形成されやすく、温泉施設では硫黄成分や

ケイ酸塩などの特殊成分が長期間付着することで反応が促進される。また、海沿いでは塩分粒子

（NaCl）がガラス表面へ付着しやすく、湿気と組み合わさることで汚染保持層が形成される。これら

は単独で急激な腐食を起こすわけではないが、水分が継続的に残留することで化学反応が進行しやす

くなる。腐食初期では単なる水垢やウロコ汚れと誤認されることも多いが、実際にはガラスそのもの

が変質しているため、通常清掃や薬品洗浄では改善しないケースがある。特に強い酸性洗剤やアルカ

リ洗剤を誤って使用した場合、表層侵食をさらに悪化させることもある。 

ガラス再生研磨では、この腐食した極表層を均一に除去し、光学的平滑性を回復させることを目的と

する。重要なのは単純に深く削ることではなく、透明感を損なう乱反射層のみを適切に整えることで

ある。過剰研磨を行うと局所的な屈折率差が生じ、『レンズ現象』と呼ばれる景色の歪みが発生する

場合がある。また、研磨時には摩擦熱による熱応力も考慮する必要があり、回転数・圧力・冷却バラ

ンスを適切に管理しなければならない。特に大型ガラスや景観ガラスでは、わずかな歪みでも視認性

へ大きく影響するため、高度な施工管理が求められる。腐食は進行すればするほど再生難易度が上が

るため、初期段階での判断と定期メンテナンスが非常に重要になる。ガラス再生研磨は単なる清掃技

術ではなく、化学的理解・光学的理解・研磨技術を組み合わせた専門施工である。 


